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《人口の動き》

　7月末現在

男2，756（一3）　女2，788（一7）

出生7　死亡4　転入6　転出19

計5，544（一10）　世帯数1，593（一4）
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貞塒

饗
瞬
．
躍

黛・織，

　
　
　
　
響

懸
，
繍
．
譲
睡
、

　
　
、
矯
．
灘
欝
盛
騰
礪
鵬

チベットハウス開所のテープカットを終えペマ氏と町長が握手

・
。
桟

覗o

響灘ミ

　
旧
分
校
に
着
く
と
建
物
の
裏
手

か
ら
眼
下
に
流
れ
る
越
道
川
の
風

景
に
感
激
し
た
様
子
。
中
で
も
ペ

マ
夫
人
は
生
ま
れ
育
っ
た
地
に
似

て
い
る
と
の
こ
と
で
大
喜
び
。

雛転

　
七
月
二
日
、
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ

チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
所
長
夫
妻
と
、

貞
兼
綾
子
東
京
外
語
大
教
授
、
酒

井
信
彦
東
大
助
教
授
、
小
林
秀
英
・

柳
沢
須
佐
男
艮
本
サ
ム
エ
寺
建
設

実
行
委
員
、
橋
本
、
ラ
ク
パ
所
員

ら
一
行
八
人
が
松
代
町
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
一
行
の
目
的
は
、
売
買
契
約
を

済
ま
せ
た
旧
下
山
分
校
の
建
物
と

敷
地
の
確
認
と
、
町
側
が
日
本
サ

ム
エ
寺
建
設
を
希
望
し
推
せ
ん
す

る
三
ケ
所
（
下
山
・
太
平
・
室
野

地
内
）
の
視
察
と
翌
三
日
に
行
う

チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
開
所
式
式
典

に
出
席
す
る
た
め
で
す
。

　
三
日
の
開
所
式
で
の
記
者
会
見

の
際
に
ペ
マ
氏
は
「
自
然
が
美
し

く
、
人
も
心
の
温
か
い
人
た
ち
で

大
変
気
に
入
っ
て
い
る
。
当
面
こ

の
建
物
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
の
日

本
の
資
料
室
と
会
員
の
季
節
的
な

研
修
所
と
し
て
利
用
し
た
い
」
と

話
さ
れ
、
ま
た
日
本
サ
ム
エ
寺
の

松
代
建
設
に
つ
い
て
は
「
建
て
る

か
ど
う
か
は
会
の
条
件
も
あ
る
の

で
、
内
部
で
相
談
し
早
急
に
結
論

を
出
し
た
い
」
．
と
寺
院
建
設
に
前

向
き
の
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
会
で
は
地
元
の
婦
人
た
ち

が
手
作
り
の
料
理
で
大
歓
迎
。
都

会
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
山
菜
料
理

に
こ
れ
ま
た
皆
さ
ん
大
喜
こ
び
。

「
チ
ベ
ッ
ト
さ
ん
」
「
宮
沢
さ
ん
」

と
下
山
で
の
会
話
が
聞
け
る
の
も

間
近
の
よ
う
で
す
。
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チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
開
所
に
あ
た
っ
て

　
仏
教
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
縁
」

に
よ
り
、
こ
の
度
松
代
町
か
ら
旧

下
山
分
校
を
譲
渡
し
て
い
た
だ
き
、

新
た
に
チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
会
研

修
所
「
チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
松
代
町
及
び

下
山
地
区
の
皆
様
と
、
新
た
な
お

チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
マ
　
ギ
ャ
ル
ポ

つ
き
あ
い
・
交
流
が
始
ま
っ
た
事

は
、
我
々
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に

喜
ば
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

「
チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
会
」
は
日

本
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
文
化
の
普

及
と
研
究
・
啓
蒙
を
行
な
い
、
日

本
の
方
々
に
チ
ベ
ッ
ト
文
化
に
対

．

灘
聾

す
る
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
日
本
と
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化

的
民
間
交
流
を
図
る
と
い
う
事
を

目
的
と
し
た
会
で
す
。

　
皆
様
は
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
と
、

標
高
の
高
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
と

遊
牧
民
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
僧
侶
や
寺
院
と
い
う
よ
う
な
事

を
ご
想
像
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
と
こ

ろ
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
東
西

南
北
に
大
き
く
広
が
る
、
日
本
の

お
よ
そ
六
倍
の
面
積
を
持
つ
広
い

国
で
す
。
南
の
地
方
で
は
田
畑
を

耕
す
定
住
農
業
を
営
み
自
然
も
豊

か
で
、
ち
ょ
う
ど
チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
か
ら
周
囲
を
眺
め
た
の
と
同
様

の
景
色
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
ま

た
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
顔
つ
き
も
日

本
人
と
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
お
り
、

言
葉
も
、
文
字
こ
そ
違
い
ま
す
が

日
本
語
と
ほ
ぼ
同
じ
語
順
で
話
し

ま
す
し
、
数
字
の
読
み
方
な
ど
、

そ
っ
く
り
の
部
分
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
々
の
考
え
方
や
生
活
習

慣
も
、
日
本
人
と
共
通
す
る
部
分

も
多
く
持
っ
て
お
り
、
共
に
仏
教

に
根
ざ
し
た
社
会
の
中
に
生
き
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
人
と

チ
ベ
ッ
ト
人
は
、
他
の
国
の
人
々

以
上
に
親
近
感
を
持
っ
て
お
つ
き

あ
い
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
チ
ベ
ッ

ト
文
化
研
究
の
資
料
館
と
し
て
、

ま
た
研
究
会
の
文
化
活
動
の
研
修

施
設
と
し
て
活
用
し
て
ゆ
く
と
同

時
に
、
将
来
的
に
は
チ
ベ
ッ
ト
文

化
や
伝
統
工
芸
と
い
っ
た
面
で
、

地
元
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
な
、
地
域
に
根
づ
い
た
幅
広
い

活
動
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
私
達
は
去
る
七
月
二

日
、
三
日
と
、
チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

開
所
式
の
た
め
、
松
代
町
及
び
下

山
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
何
よ

り
も
自
然
の
美
し
さ
と
、
都
会
と

は
違
っ
た
人
々
の
温
か
み
を
強
く

感
じ
さ
せ
ら
れ
、
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

際
、
下
山
地
区
の
皆
様
の
厚
い
ご

期
待
に
少
し
で
も
添
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
最
大
の
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
を
改

め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
会
は
企
業
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
計
画
等
も
、
自
分
達
の
出
来
る

事
か
ら
一
歩
一
歩
進
め
て
来
ま
し

た
。
勿
論
チ
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
も
同
様
の
考
え
で
お
り
ま
す

の
で
、
諸
計
画
等
の
実
現
に
は
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

基
礎
の
し
っ
か
り
し
た
計
画
を
な

る
べ
く
早
期
に
行
動
に
移
し
、
着

実
に
前
進
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
大

き
な
要
素
で
す
。
ま
た
、
皆
様
に

チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
関
心
と
正

し
い
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い

う
事
も
現
在
検
討
中
で
す
．
今
後

何
度
と
な
く
我
々
の
関
係
者
が
こ

の
地
を
訪
れ
、
交
流
も
少
し
ず
つ

深
ま
っ
て
ゆ
く
事
と
存
じ
ま
す
が
、

も
し
見
か
け
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
「
チ

ベ
ッ
ト
さ
ん
！
」
と
声
を
か
け
て

下
さ
い
。

　
新
し
い
住
人
と
な
り
ま
す
我
々

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
共
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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近所の子供ともすぐ仲良しに

（貞兼東京外語大教授佐〉とペマ夫人）

感激される

助教授、ペマ所長）

繍£董
”

灘
軸情

報
化
社
会
の
中
で

　
情
報
化
社
会
の
中
で
、
い
か
に

質
の
良
い
情
報
を
的
確
に
キ
ャ
ツ

チ
し
、
利
用
す
る
か
が
あ
ら
ゆ
る

面
で
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
が
情
報
化
時
代
の
波
に

う
ま
く
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大

き
な
要
因
と
し
て
、
早
稲
田
大
学

関
係
者
と
の
交
流
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。　
現
在
、
早
稲
田
大
学
の
校
外
施

設
と
し
て
、
昨
年
五
月
蒲
生
に
セ

需i…　継繊墨…難難論轟

　　、糞㌧繍、　雛、蝋　一　　　1臼『・甲、…鱗　　，PP潔轄÷．．灘矯』慰’P・、．，　　”黛・難

　　　　　　チベットハウス開所を喜ぶ関係者

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成
、
併
せ
て

町
内
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
早
稲

田
協
力
会
が
管
理
す
る
「
早
稲
田

ク
ラ
ブ
」
も
宿
泊
施
設
と
し
て
機

能
を
充
実
し
、
同
大
学
の
校
外
授

業
、
サ
ー
ク
ル
・
部
活
の
合
宿
等

に
年
間
を
通
じ
”
学
生
の
訪
ず
れ

る
町
”
と
な
っ
た
こ
と
は
、
他
町

村
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
松
代
町
の
宿
願
で
あ

る
北
越
北
線
開
通
に
合
わ
せ
て
の

駅
舎
の
建
築
構
想
の
研
究
に
携
わ
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撫
F
甜

縣

熱
サムエ寺建立希望候補地で意見を交わす

　　　　旧下山分校裏の景色に

（小林チベット研理事、酒井東大

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
寺
門
千

葉
大
助
教
授
、
鍵
山
ア
ス
テ
ル
建

築
研
究
所
長
と
藤
巻
幹
雄
早
大
協

力
会
代
表
他
関
係
者
を
通
じ
、
チ

ベ
ッ
ト
文
化
導
入
の
話
が
現
実
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
会
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ろ

す
で
に
千
葉
県
市
原
市
に
寺
院
建

立
の
た
め
の
用
地
を
取
得
し
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
市
原

市
が
都
市
化
の
影
響
を
受
け
自
然

環
境
の
面
で
再
考
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
新
た
な
活
動
拠
点
と
し
て

社
会
環
境
の
変
化
で
廃
校
が
決
定

し
て
い
た
下
山
分
校
が
前
者
の
方

々
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

”
地
方
の
時
代
”
が
言
わ
れ
る
現

代
に
首
都
の
情
報
を
入
手
し
、
活

用
す
る
こ
と
が
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
今
回
の
チ
ベ
ッ
ト

文
化
の
導
入
が
、
日
本
の
松
代
町

と
し
て
将
来
知
れ
わ
た
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
．

記者会見場で松代の印象を語るペマ氏
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明
日
に
向
つ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
七
月
二
十
五
日
、
松
代
中
学
校

体
育
館
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の

花
嫁
十
人
を
迎
え
合
同
結
婚
披
露

宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
若
井
君
男
さ
ん
（
蓬
平
）
他
九

人
の
仲
間
「
ラ
ッ
キ
ー
ナ
イ
ン
」

主
催
で
町
が
協
力
し
て
開
か
れ
た

こ
の
披
露
宴
に
は
、
パ
ラ
ア
ン
前

バ
ギ
オ
市
長
夫
妻
、
こ
の
た
び
の

結
婚
の
仲
介
役
を
務
め
ら
れ
た
マ

ニ
ラ
会
事
務
局
長
の
島
田
栄
さ
ん

と
事
務
局
の
女
性
二
名
が
来
賓
と

し
て
招
か
れ
、
町
側
か
ら
は
秋
山

町
長
、
島
田
助
役
、
関
谷
議
会
議

若
井
君
男
・

　
エ
一
ア
ィ
タ
さ
ん

蟹

長
、
関
谷
総
務
課
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
紋
付
き
は
か
ま
、
振
り
そ
で
姿

に
着
飾
っ
た
十
組
の
新
郎
新
婦
は

二
六
〇
人
の
招
待
客
が
盛
大
な
拍

手
で
迎
え
る
中
、
「
長
持
唄
」
を
バ

ッ
ク
に
神
妙
な
面
持
ち
で
入
場
。

　
秋
山
町
長
は
歓
迎
の
こ
と
ば
の

中
で
「
言
葉
の
不
自
由
を
抱
え
て

新
し
い
生
活
に
入
り
ま
す
が
そ
の

心
労
は
大
変
な
こ
と
と
想
像
し
ま

す
。
そ
ん
な
新
婦
に
温
か
い
手
を

差
し
の
べ
、
わ
が
子
同
様
に
優
し

秋
山
正
行
・

　
ジ
ー
二
ー
さ
ん

く
教
え
導
い
て
下
さ
い
」
と
新
郎

と
家
族
、
親
類
の
方
に
お
願
い
し
、

新
夫
を
代
表
し
た
若
井
さ
ん
は
、

「
あ
せ
ら
ず
じ
っ
く
り
と
一
歩
一

歩
前
進
し
、
幸
わ
せ
な
家
庭
を
築

き
、
十
組
全
員
が
夫
婦
と
し
て
理

解
し
あ
え
る
日
が
一
日
も
早
く
来

る
よ
う
全
員
で
力
を
合
わ
せ
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
松
月
会
の
日
本
舞
踊

と
犬
伏
の
子
供
た
ち
に
よ
る
松
苧

太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
十
組
の
カ
ッ

プ
ル
を
盛
大
に
祝
福
し
ま
し
た
。

高
橋
宣
二
・

　
セ
・
ン
リ
ア
さ
ん

結
婚
相
談
員
制
度
の
廃
止

　
全
国
的
な
社
会
問
題
と
し
て
、

農
村
地
域
に
お
け
る
後
継
者
対
策

と
結
婚
難
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
昭
和
五
十
六
年
に
結
婚

相
談
員
制
度
を
設
け
対
応
を
進
め

て
き
た
も
の
の
、
喜
こ
ば
し
い
成

果
を
見
な
い
ま
ま
行
政
改
革
の
関

連
も
あ
り
六
十
一
年
で
こ
の
制
度

を
廃
止
し
ま
し
た
。

中
條
栄
一
・

　
エ
ド
ゥ
ィ
ー
ナ
さ
ん

高
橋
，
元
男
・

　
メ
ル
セ
デ
ス
さ
ん
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膨
｛
，
覇
　
－
ヘ
浬
∀

　
　
酎
駄
閣
　
《
　
口
劣
氏
）
凶

　
　
　
》
》
酔
　
　
ド
　
　
　
　
　
〆
が
く
〔

　
　
　
酒
ふ
κ
ザ
　
　
介
　
　
起
｝
ハ
？

　
　
　
・
》
喬
　
　
　
　
！
、
“
w
（
装
つ
、

　
　
　
ら
へ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
レ
ぜ

　
　
　
．
慧
、
層
迎
禰
富

　
　
　
　
灘
峯
将
、
〆
．

　
　
　
G
額

　
　
　
雛
蕩

　
　
　
　
　
蝋

牧
田
信
二
・

　
ル
ー
デ
ス
さ
ん

山
形
県
大
蔵
村
を
視
察

　
六
十
二
年
四
月
、
秋
山
町
長
は

国
際
結
婚
に
積
極
的
な
取
組
み
で

注
目
を
集
め
て
い
た
山
形
県
大
蔵

村
を
小
林
安
塚
町
長
と
視
察
し
、

安
塚
町
と
と
も
に
国
際
結
婚
に
踏

み
切
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
五
月
に
は
町
内
の
独
身
青
年
を

対
象
に
国
際
結
婚
の
懇
談
会
を
開

き
、
以
後
、
毎
月
二
回
の
会
合
を

持
ち
な
が
ら
情
報
の
交
換
、
意
思

の
疎
通
を
図
り
、
十
一
月
末
を
区

切
り
と
し
希
望
者
の
と
り
ま
と
め

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
安
塚
町
で
は
年
内
に
順
備
を
整

え
、
十
月
に
四
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
花
嫁
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
沢
昇
平
・

　
ミ
ネ
ル
バ
さ
ん

柳

浅
夫
・

フ
ェ
さ
ん

十
二
名
の
青
年
が
渡
比

　
今
年
の
三
月
十
二
日
、
町
で
は

「
冬
の
陣
」
が
行
わ
れ
て
い
る
時
に
、

マ
ニ
ラ
の
ジ
ャ
フ
ィ
ー
ル
協
会
理

事
長
の
島
田
栄
さ
ん
を
招
き
最
終

的
な
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
当
初
か
ら
意
を
固
め

た
二
名
と
後
か
ら
仲
間
入
り
し
た

八
名
を
含
め
十
名
と
な
り
」
安
塚

と
浦
川
原
か
ら
も
一
名
ず
つ
仲
間

入
り
し
、
十
二
名
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
向
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
役

場
か
ら
は
町
長
と
職
員
二
名
が
随

小
堺
隆
至
・

　
マ
リ
テ
ス
さ
ん

行
し
、
四
月
下
旬
不
安
を
抱
き
な

が
ら
も
異
国
の
地
に
到
着
。
以
後

八
日
間
の
内
に
見
合
い
、
家
庭
訪

問
、
婚
約
、
日
本
大
使
館
へ
の
届

出
と
一
連
の
手
続
き
を
済
ま
せ
帰

国
し
ま
し
た
。

バ
ギ
オ
市
長
室
で
の
拳
式

　
五
月
半
ば
、
十
二
名
の
青
年
に

助
役
、
役
場
職
員
ら
が
再
度
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
渡
り
、
バ
ギ
オ
市
長
室

で
市
長
立
会
の
も
と
に
拳
式
を
行

い
結
婚
が
成
立
し
ま
し
た
。
式
後

の
場
所
を
変
え
て
の
披
露
宴
で
は
、

ポ
　譲
讐

市
川
栄
太
郎
・

　
ス
ー
サ
ン
さ
ん

二
五
〇
人
を
超
す
参
会
者
に
盛
大

な
祝
福
を
受
け
、
喜
び
の
十
二
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
こ
こ
に
誕
生
し
ま

し
た
。

　
町
で
は
今
後
の
後
継
者
対
策
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
産
業
課
農
業

委
員
会
が
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
聞

き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
，
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％
．
．

詩
・
。

■・o

．
％
・

、：

黄
号
鮎

“
．
●
9

、
…
．

　
町
の
南
方
に
位
置
す
る
東
山
は

標
高
で
四
五
〇
層
と
町
内
で
一
番

高
い
所
に
あ
り
、
十
日
町
市
の
鉢

に
通
ず
る
峠
の
頂
上
か
ら
は
十
日

町
の
街
並
み
と
遠
く
は
越
後
三
山
、

妙
高
山
系
も
見
渡
せ
ま
す
。

　
六
月
三
十
日
、
東
山
協
業
葉
た

ば
こ
耕
作
組
合
は
町
長
と
役
場
関

係
者
、
農
協
側
か
ら
斉
木
参
事
と

　
　
　
　
　
　
　
、
．
．
馨

担
当
職
員
を
招
き
、
協
業
結
成
二

十
周
年
記
念
大
会
を
集
落
セ
ン
タ

ー
で
開
き
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
昭
和
四
十
三
年
に

九
戸
の
農
家
が
一
体
と
な
り
部
落

総
ぐ
る
み
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
、

当
初
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の

指
定
を
受
け
地
域
の
産
業
振
興
と

近
代
化
を
目
指
し
養
蚕
を
導
入
、

以
後
、
着
々
と
蚕
舎
、
管
理
棟
等

協業結成20周年を部落全員で祝いました。

の
施
設
を
充
実
さ
せ
、
五
周
年
を

迎
え
た
四
十
八
年
に
は
、
繭
価
が

史
上
最
高
値
を
記
録
し
売
上
額
も

五
五
〇
万
円
を
超
え
る
な
ど
好
調

な
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
翌
四
十
九
年
は
世
界

経
済
を
揺
る
が
し
た
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
の
風
当
り
を
ま
と
も
に
受
け
、

売
上
も
三
〇
〇
万
円
を
割
る
大
幅

な
減
益
と
な
り
、
収
益
を
維
持
す

る
困
難
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
五
十
一
年
、
養
蚕
か
ら
葉
た
ば

こ
へ
の
転
換
を
決
め
、
翌
年
か
ら

葉
た
ば
こ
耕
作
組
合
と
し
て
新
た

な
試
練
ヘ
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
二
六
三
・
三
岬
i
の

畑
を
七
戸
の
組
合
員
で
作
付
け
し
、

一
千
万
円
を
超
え
る
売
上
げ
を
六

十
一
年
か
ら
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
七
世
帯
、
二
十
七
人
と
い
う
小

部
落
で
す
が
、
部
落
入
口
に
あ
る

墓
地
が
い
つ
も
き
れ
い
に
手
入
れ

さ
れ
て
訪
ず
れ
る
人
を
感
心
さ
せ

ま
す
。

》
　
年
間
を
通
し
て
部
落
入
口

　
　
の
墓
地
に
雑
草
が
生
え
る

　
　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

「
家
内
相
互
の
和
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

続
け
ら
れ
る
限
り
続
け
る
」
と
葉

た
ば
こ
生
産
に
力
強
い
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
去
る
、
六
月
二
十
六
日
に
総
合

体
育
館
に
お
い
て
第
十
三
回
親
善

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
部
リ
ー
グ
　
五
チ
ー
ム
参
加

二
部
リ
ー
グ
　
六
チ
ー
ム
参
加

（
一
部
リ
ー
グ
）

優
　
勝
　
消
防
チ
ー
ム

準
優
勝
　
松
代
A
チ
ー
ム

第
三
位
　
室
野
エ
イ
リ
ア
ン

（
二
部
リ
ー
グ
）

優
勝
羽
根
の
会
チ
ー
ム

準
優
勝
　
松
代
病
院
チ
ー
ム

第
三
位
　
バ
レ
ー
教
室
チ
ー
ム

◎
特
別
賞
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）

　
清
水
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
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囹
謹
隙
画
硬
騙
際
薩
酬
囹
薩
晦
囹
囹
囹
囹
囹
囹
囹
囹
囹

亜
犠
難
蟹
鵬
鶴
籔
臨
墜
膿
麹
亜

囹
囹
囹
囹
囹
囹
摺
剛
則
翻
圏
衝
『
関
捌
覆
審
囹
郎
囹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
茶
呑
み
の
ひ
と
と
き
、
冬
の

松
代
町
の
民
話

執
筆
津
幡
龍
峰
先
生

　
津
幡
龍
峰
先
生
の
民
話
原
稿
が

監
修
、
中
村
先
生
か
ら
合
格
サ
イ

ン
で
返
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
楽
し
い
内
容
で
、
皆
さ
ん
か
ら

親
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
、
う
け

あ
い
で
す
。
以
下
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
．

一
、
松
代
町
の
民
話

　
松
代
町
は
民
話
の
宝
庫
で
あ
る
。

近
年
、
こ
の
町
へ
民
話
の
採
集
に

訪
れ
た
大
学
の
民
俗
学
研
究
班
、

日
本
民
話
の
会
に
所
属
さ
れ
る
大

学
教
授
や
学
生
諸
君
、
あ
る
い
は

地
元
の
高
校
生
や
婦
人
会
の
人
々

が
採
集
・
集
録
し
た
民
話
集
が
何

冊
か
出
版
さ
れ
た
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
お
ふ

　
か
つ
て
、
と
う
ど
よ
び
（
鳴
振

舞
）
の
あ
と
や
、
も
ら
い
湯
の
あ

し
　
　
ろ
　
　
レ

囲
炉
裏
を
囲
ん
で
の
団
ら
ん
、
苧

う
み
や
針
仕
事
、
石
臼
ひ
き
や
わ

ら
仕
事
な
ど
、
夜
な
べ
を
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
の
昔
語
り
、
「
お
ば
ば
、
む
か
し

か
た
っ
て
く
ん
ね
か
い
」
と
せ
が

む
子
ど
も
の
声
が
、
テ
レ
ビ
の
普

及
や
農
村
の
都
市
化
と
と
も
に
聞

か
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
い
。

　
ロ
づ
た
え
に
子
か
ら
孫
へ
と
伝

え
ら
れ
て
き
た
民
話
。
そ
れ
は
、

祖
先
の
ね
が
い
や
夢
の
反
映
で
あ

　
ヤり
　
明
る
く
お
お
ら
か
な
ユ
ー
モ

ア
と
、
健
全
な
批
判
精
神
を
宿
し

た
珠
玉
の
口
諦
文
学
と
云
え
る
で

あ
ろ
う
。↓

猿
む
か
し

　
昔
あ
っ
た
と
。
あ
る
と
こ
に
、

　
し
し
お
爺
さ
ん
が
山
へ
畑
う
な
い
行
っ

た
と
。
そ
う
し
て
広
い
畑
を
一
人

で
、
か
た
ん
、
か
た
ん
と
う
な
っ

て
い
た
ど
も
難
儀
く
て
な
ん
ぎ
く

て
ど
う
し
ょ
も
ね
え
。

「
は
あ
、
な
ん
ぎ
い
、
な
ん
ぎ
い
、

ひ
と
つ
休
ん
で
…
…
’

そ
う
し
て
鍬
の
柄
へ
腰
お
ろ
し
て

休
ん
で
、

「
は
あ
、
け
な
難
儀
い
畑
う
な
い
、

誰
か
う
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
お
ら

あ
、
娘
三
人
だ
す
け
、
ど
れ
か
一

人
、
嫁
に
く
れ
る
で
も
な
あ
。
」

そ
う
言
っ
て
休
ん
で
い
た
と
。

　
そ
う
す
る
と
、
ど
こ
で
聞
い
て

た
か
、
猿
の
奴
が
一
匹
、
ぴ
ょ
ん
、

ぴ
ょ
ん
、
ぴ
ょ
ん
、
ぴ
ょ
ん
と
、

と
ん
で
出
て
来
て
、

「
爺
さ
、
お
前
、
今
、
何
言
っ
た

い
？
」
「
さ
あ
て
、
こ
ら
、
ま
あ
、
猿
に

聞
か
れ
て
し
ま
っ
た
か
な
あ
’

そ
う
思
っ
た
ど
も
、
う
そ
言
う
わ

け
に
も
い
か
ね
え
ん
だ
ん
が
、

「
お
ら
あ
、
娘
三
人
持
っ
た
ど
も
、

す
ん
な
り
こ
の
畑
う
な
っ
て
く
れ

た
ら
一
人
く
れ
る
が
っ
て
、
そ
う

言
っ
た
こ
て
え
一

「
へ
え
、
ほ
い
じ
ゃ
、
お
れ
が
う
な

う
す
け
、
お
れ
に
く
ん
ね
か
い
。
」

　
そ
う
い
っ
て
し
ま
っ
た
で
み
た

ら
、
や
だ
と
も
言
わ
ん
ね
え
ん
だ

ん
が
、
「
う
ー
ん
、
ま
あ
、
う
な
っ
て
く

れ
り
ゃ
、
く
れ
る
こ
て
や
。
」

　
そ
う
す
る
と
猿
の
奴
は
、
ぱ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ

こ
ん
、
ぱ
た
こ
ん
と
、
た
っ
た
一

と
ぎ
ち刻
の
う
ち
に
、
そ
の
畑
を
み
ん
な

う
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

　
　
　
し

「
さ
あ
爺
さ
、
畑
み
ん
な
う
な
っ

た
す
け
、
お
れ
に
嫁
っ
こ
一
人
く

れ
る
の
お
一

「
お
お
．
」

そ
う
い
っ
て
、
ま
わ
別
れ
て
帰
っ

て
来
た
。

　
あ
し
た

「
明
日
、
く
れ
る
か
い
一

「
ほ
し
ゃ
、
あ
し
た
や
る
一

　
約
束
し
て
帰
っ
て
き
た
ど
も
、

さ
て
、
家
へ
来
て
子
ど
も
に
ど
う

言
っ
て
話
し
た
ら
い
い
か
、
ま
あ

こ
ら
、
困
っ
た
も
ん
だ
と
思
っ
て

家
へ
来
た
ら
、
ど
っ
か
悪
く
な
っ

ち
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
寝
床
で
寝

て
た
と
。

　
そ
う
す
る
と
娘
が
三
人
、
か
わ

り
ば
ん
こ
に
一
番
姉
の
方
か
ら
、

「
爺
さ
、
じ
さ
、
お
前
今
日
は
ど

う
し
た
い
。
ど
っ
か
悪
や
あ
ね
や

か
い
。
ま
ん
ま
食
わ
ね
か
い
、
ど

う
し
た
が
だ
い
一

「
ま
ん
ま
、
何
ん
で
も
い
ら
ね
で

も
そ
、
心
配
が
あ
っ
て
そ
一

「
何
、
応
配
だ
い
一

「
お
ら
あ
、
山
で
も
っ
て
猿
と
約

束
し
て
し
ま
っ
た
が
で
。
あ
の
畑

が
、
あ
ん
ま
り
う
な
う
が
難
儀
い

ん
だ
ん
が
、
畑
み
ん
な
う
な
っ
て

く
れ
り
ゃ
、
娘
一
人
く
れ
る
、
そ

っ
て
し
ま
っ
た
が
ね
。
山
の
猿
ん

ど
こ
嫁
い
っ
て
く
れ
や
れ
一

「
何
ば
か
い
っ
て
ら
あ
と
え
、
お

前
は
。
山
の
猿
ん
ど
こ
へ
な
ん
て

佳
F
．
、
一
丁
・
。

言
力
　
く
」

　
そ
う
言
っ
て
姉
娘
は
逃
げ
ち
ま

っ
た
と
。
そ
う
す
る
と
、
二
番
目

の
娘
が
来
て
、

「
爺
さ
、
じ
さ
、
お
前
今
日
ど
う

し
た
が
い
。
ど
っ
か
難
儀
や
け
ら

　
　
　
も

肩
で
も
揉
も
う
か
い
。
腰
で
も
さ

す
ろ
う
か
い
一

そ
う
い
っ
て
入
っ
て
来
た
と
。
そ

う
す
る
と
爺
さ
が
、

「
う
う
ん
、
肩
も
揉
ま
ん
も
い
い

し
、
腰
も
さ
す
ら
ん
で
も
い
い
で

も
、
い
い
子
だ
が
、
な
あ
、
山
の

猿
ん
ど
こ
へ
嫁
行
っ
て
く
れ
ら
ん

ね
か
一
「
馬
鹿
ば
っ
か
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね

え
っ
て
が
、
誰
が
山
の
猿
ん
ど
こ

へ
な
ん
か
嫁
に
行
ぐ
ど
。
お
前
、

ば
か
っ
て
ん
だ
か
い
。
」

　
こ
う
言
っ
て
、
ま
た
、
二
番
目

の
娘
も
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
と
。
今
度

は
三
番
目
。
…
…
。
（
残
念
で
す
が
、

紙
面
の
関
係
で
、
こ
こ
ま
で
）
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松代町の

野鳥

シ
リ
ー
ズ
⑱

ク
ロ

　
　
松

　
ク
ロ
ツ
グ
ミ
は
森
の
名
歌
手
で
、

張
り
の
あ
る
、
キ
ョ
ロ
、
キ
ョ
ロ
、

キ
ョ
ロ
チ
i
、
キ
ョ
ロ
チ
ー
と
い

う
さ
え
ず
り
は
、
山
々
の
木
々
を

ふ
る
わ
せ
て
、
こ
だ
ま
し
て
い
く
。

ク
ロ
ツ
グ
ミ
は
、
朝
夕
に
よ
く
さ

え
ず
り
、
佐
々
木
信
綱
の
歌
に
、

山
空
は
い
ま
だ
あ
か
る
し

　
　
　
　
　
　
木
が
く
り
の

黒
つ
ぐ
み
の
声

　
　
す
み
と
ほ
り
聞
ゆ

ぐ
モ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

カ
あ
り
　
ク
ロ
ツ
ク
ミ
の
さ
え
ず

り
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
鳥
は
、
五
月
初
め
こ
ろ
県

内
に
渡
っ
て
く
る
夏
鳥
で
、
松
代

町
に
は
、
多
少
お
く
れ
て
五
月
中
、

下
旬
こ
ろ
に
渡
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
活
場
所
は

主
に
、
雑
木
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、

植
林
地
な
ど
に
広
く
分
布
し
、
渡

来
す
る
と
す
ぐ
に
樹
梢
で
さ
え
ず

ツ
グ
ミ

永
　
　
涜

り
を
は
じ
め
、
初
め
の
こ
ろ
は
ひ

そ
か
に
小
声
で
、
陽
気
が
よ
く
な

る
に
つ
れ
て
高
く
朗
ら
か
な
声
で

さ
え
ず
り
ま
す
。
さ
え
ず
り
は
木

の
葉
が
く
れ
に
さ
え
ず
る
こ
と
が

多
く
、
危
険
を
感
じ
る
と
、
キ
ョ

ッ
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ
と
鳴
き
、
飛
び

立
つ
時
、
シ
ー
と
鳴
く
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
松
代
町
で
、
こ
の
鳥

の
声
を
確
実
に
聞
く
こ
と
の
で
き

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所

は
、
「
チ
ベ
ッ
ト
街
道
」
と
名
付
け

ら
れ
た
、
林
道
田
沢
下
山
線
の
越

道
川
と
接
す
る
付
近
で
す
。

　
こ
の
場
所
で
は
、
林
道
上
で
対

岸
で
さ
え
ず
り
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
の
ク
ロ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ミ
は
、
こ
ぶ
し
を
き
か
せ
て
い

る
の
か
、
少
し
節
廻
し
が
ち
が
っ

て
い
る
感
じ
の
す
る
さ
え
ず
り
を

し
て
い
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
、

日
本
の
三
鳴
鳥
（
ウ
グ
イ
ス
、
コ

マ
ド
リ
、
オ
オ
ル
リ
）
に
次
い
で

四
番
目
に
美
声
だ
と
い
う
人
も
お

り
ま
す
。
ま
た
、
歌
の
上
手
な
人

は
人
ま
ね
も
う
ま
い
の
か
ク
ロ
ツ

グ
ミ
も
、
ト
ビ
、
ア
カ
ハ
ラ
、
カ

ケ
ス
な
ど
の
声
を
ま
ね
る
の
が
上

手
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
姿
は
ク
ロ
ツ
グ
ミ
と
言
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
に
、
黒
い
ツ
グ
ミ
で
す
。
雄

で
は
頭
部
以
下
、
背
、
肩
羽
、
上

胸
は
黒
色
、
下
背
以
下
上
尾
筒
ま

で
暗
石
板
灰
色
、
胸
、
腹
、
脇
は

白
色
で
灰
黒
色
の
小
斑
が
散
右
し

下
尾
筒
は
白
色
、
翼
と
尾
は
黒
褐

色
、
雌
の
頭
部
以
下
体
の
上
面
は

オ
リ
ー
ブ
褐
色
で
喉
、
胸
は
赤
サ

ビ
色
を
帯
び
た
黒
色
の
小
斑
が
散

在
し
て
お
り
ま
す
。

　
巣
は
、
樹
枝
上
に
多
量
の
苔
を

用
い
根
茎
、
枯
枝
な
ど
を
使
用
し

土
を
保
っ
て
苔
を
張
り
つ
け
、
内

部
に
は
、
細
茎
、
穂
、
落
葉
、
毛
、

シ
ュ
ロ
の
毛
、
松
葉
、
細
根
な
ど

を
使
用
し
て
作
り
、
緑
青
色
の
地

に
赤
褐
色
の
斑
点
の
あ
る
二
七
ミ

リ
×
二
〇
ミ
リ
位
の
卵
を
三
～
五

個
産
み
ま
す
．

　
餌
は
昆
虫
類
、
ミ
ミ
ズ
、
ム
カ

デ
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
、
植
物
質

で
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、

ヒ
サ
カ
キ
の
実
を
好
食
し
ま
す
。

は
　　献血は
　　　心の贈りもの

ご
協
力

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
3
日
土

　
　
　
　
　
　
　
（

午午
後前

日
名

25

者
月
血
6
献

役
場
前
太字は400m2

松
代
高
校
で
す

上村恵美
五十嵐美奈

若井るみ子

菅井良子
山本哲也
井上日登美

柳久美子
井上範子
藤田　健
熊木正人
菅井美千代

山本嘉昭
米持英雄
近藤　 亘

関谷　和子　　本山　絹江　　小島　文彦　　相沢　一文　　牧田　光男

大野　賢郎　　数井　憲一　　西潟　一浩　　斉藤　徳人　　小堺　一男

高橋ふくえ　　岡田　一行　　中村　悦彦　　牧田　順子　　村山　政仁

小堺　悦夫　　布施　満男　　本山　　勝　　相沢　容子　　柳　　一則

斉木　正孝　　市川　京子　　池田　　茂　　村松美恵子　　小島　康代

中村　善信　　関谷　正義　　小堺　喜幸　　関谷　直美　　樋口美津代

市川　栄造　　市川　道雄　　柳　　伸介　　武田　京子　　牧田美智子

山本　伸夫　　村山　春夫　　若月　　誠　　柳　久美子　　相沢　直樹

室岡　達弥　　本柳　博昭　　柳　　一博　　志賀恵美子　　秋山　訓夫

斉木勉山岸真志横尾隆大日向泉柳志郎
堀川　一郎　　柳　　高浩　　柳　　裕子　　関谷小百合　　若山　　淳

若井　利晴　　飯干　圭一　　村山多恵子　　高橋久美子　　田巻　弓！、成

室岡　順一　　小堺　英明　　米持　麻利　　丸山　　豊　　関谷　光弘

山岸　洋一　　斉藤　亮一　　佐藤　紀子　　山岸　光秀　　鈴木奈穂子

鈴木つゆ子　　村山　健次　　本山いずみ　　若月　浩一　　阿部　和子

小堺　春男　　高橋　秀征　　池田さおり　　南雲　由紀　　石坂　義正

小池二美代　　宮澤　典郎　　牧田いずみ　　萬羽奈緒予　　柳　　容子

石口　牧男　　関谷　恵一　　柳　恵美子　　市川　治美　　鈴木　洋子

小島　　哲　　若井　剛也　　鈴木　秀子　　若井こずえ　　宮沢　里子

武田　芳夫　　秋山　利宏　　山岸　　愛　　中沢　美幸　　小海　春美

柳　　秋江　　小海　福成　　関谷和佳子　　関谷　敏郎　　秋山　史子

横尾　善朗　　小堺　春樹　　若月　美穂　　斉藤　　清　　中村　房代

池田美代子　　樋口　博之　　池田　　剛　　野上　芳弘　　菅井　文代

樋口　恵子　　品田　伸明　　若井　孝広　　小野島　聡　　西潟　陽子

関谷美代子　　牧田　　剛　　高橋　　智　　富沢　　宗　　小湊　知見

仲村　忠久　　仲村　　諭　　山岸　昭光　　吉野　隆一　　高野　成子

高橋　常雄　　山本　雅明　　高橋　武治　　藤岡　隆行　　中沢　和美
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こ
の
ノ
ブ
ド
ウ
は
、
毒
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
味
は
悪
く
人
間
は
食

べ
ず
、
方
言
で
イ
シ
ブ
ド
ウ
、
イ

ヌ
ブ
ド
ウ
、
ウ
シ
ブ
ド
ウ
、
ド
ク

ブ
ド
ウ
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
春
先
の
若
芽
、
若
葉
は
摘
ん

で
お
ひ
た
し
に
し
て
食
べ
る
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
人
間
に

と
っ
て
、
ま
ず
い
も
の
で
も
彼
ら

に
と
っ
て
は
、
お
い
し
い
果
物
か

も
知
れ
ま
せ
ん
．

　
ク
ロ
ツ
グ
ミ
は
、
松
代
町
で
は

夏
鳥
で
す
が
、
中
に
は
九
州
で
越

冬
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
鳥
も
例
に

も
れ
ず
生
活
史
の
わ
か
ら
な
い
鳥

メス

1

で
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
八
六

年
ま
で
の
二
十
五
年
間
に
二
三
九

七
羽
に
標
識
さ
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
間
回
収
さ
れ
た
の
は
、
た
っ

た
の
三
羽
で
、
回
収
率
O
・
二
二

％
と
い
う
低
さ
の
鳥
で
す
。
そ
の

三
例
と
も
、
国
内
だ
け
で
外
国
で

の
回
収
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

う
ち
の
一
例
が
一
九
八
五
年
四
月

二
九
日
、
北
海
道
苫
小
牧
で
放
鳥

し
た
雌
の
成
鳥
が
六
ヵ
月
後
の
一

〇
月
二
七
日
、
本
県
の
北
蒲
原
郡

紫
雲
寺
町
で
死
体
で
発
見
拾
得
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
九
七
八
年

の
緑
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
本
種

の
分
布
は
一
応
全
国
的
に
分
布
し

て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

オス
脇
㎜

籍

分
析
検
討
し
ま
す
と
、
生
息
地
に

偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
国
勢
調
査

に
よ
れ
ば
、
中
部
地
方
か
ら
東
北

北
海
道
に
多
く
、
中
で
も
本
州
中

部
か
ら
関
東
地
方
に
最
も
多
く
分

布
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
開

発
の
進
ん
だ
名
古
屋
一
帯
、
富
山

平
野
、
関
東
平
野
等
に
は
分
布
し

て
い
な
く
、
ま
た
関
東
地
方
で
は
、

標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低

地
に
は
分
布
し
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日

本
海
側
で
は
標
高
の
低
い
と
こ
ろ

に
も
生
息
し
、
海
岸
近
く
に
も
生

息
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
い
例
が

新
潟
市
、
柏
崎
市
の
海
岸
の
松
林

に
ク
ロ
ツ
グ
ミ
が
繁
殖
し
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
が
こ
の
よ
う
な
分
布

の
ち
が
い
は
、
何
を
理
由
に
す
る

の
か
調
査
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い

と
思
い
ま
す
。
林
道
田
沢
下
山
線

で
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
の
さ
え
ず
り
を

聞
く
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
若
山
牧
水
の
歌
で
こ

の
頃
を
終
り
ま
す
。

ひ
そ
や
か
に
も
の
い
ひ
か
く
る

　
哺
声
の
く
ろ
つ
が
の
声

　
　
聞
き
て
飽
か
な
く

夏
季
火
災
防
止
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日

　
こ
れ
か
ら
夏
休
み
、
お
盆
を
迎

え
帰
省
客
、
避
暑
観
光
客
等
で
管

内
の
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
と

と
も
に
、
火
気
を
取
扱
う
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
の
多
発
が
憂
慮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に

お
け
る
火
災
の
防
止
を
図
る
た
め
、

本
運
動
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
暑
さ
と
と
も
に
注
意
力
、
思
考

力
、
行
動
等
が
緩
慢
に
な
り
が
ち

で
す
。
火
気
の
取
扱
い
に
は
充
分

注
意
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

小火　　　へ
　　の　　 ψ　　　〆、
　，凋

　　　　漉
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　
　　　　へ　　　嫡．僚　o
　　　　て7　　　㌧

◇☆多縦・，繋
・、・㌧・　　ギ諺、・　・i

　・？・』鷺・．∴』y．ムブて㍗．ザ熟

夏
休
み
中
の
非
行
防
止

　
夏
休
み
中
は
、
児
童
・
生
徒
が

学
校
を
離
れ
た
解
放
感
か
ら
、
万

引
き
、
乗
物
盗
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
、

暴
走
行
為
等
に
走
り
や
す
い
時
期

で
す
。

　
家
庭
で
、
子
供
の
行
動
等
を
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

“
夏
休
み

　
　
子
供
に
愛
の
目

　
　
　
　
　
注
意
の
目
”
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◆
⇔
◆
⇔
㊥
◆
⇔
⇔

　
　
　
　
　
㊧
◎
⑤
㊥
◎
O
＠

水
田
農
業
確
立
対
策
（
転
作
）

助
成
補
助
金
の
ロ
座
振
込
み
の
お

知
ら
せ

　
転
作
作
物
に
対
す
る
助
成
金
が

8
月
1
0
～
1
3
日
に
か
け
て
、
農
協

口
座
に
振
込
ま
れ
ま
す
。
今
回
は

概
算
分
と
し
て
受
け
取
る
額
の
半

分
が
振
り
込
ま
れ
、
残
り
は
精
算

分
と
し
て
1
2
月
下
旬
に
振
り
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
又
青
刈

　
て
成
い
助
っ
策
に
対
判
立
a
確
q旧
業
金
農
助
田
補
水　

食
品
を
調
理
す
る
際
の
注
意

①
食
品
の
調
理
は
「
清
潔
」
　
「
迅

速
」
と
「
加
熱
又
は
冷
却
」
の
三

原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
　
　
w
　
鞭

稲
に
つ
い
て
は
、
一
括
1
2
月
に
振

り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

果
樹
（
ク
ル
ミ
等
）
・
杉
・
桐
の
苗

木
の
注
文
に
つ
い
て

　
8
月
1
8
日
以
降
に
注
文
書
を
回

覧
し
ま
す
の
で
、
注
文
の
有
無
を

記
入
願
い
ま
す
。

作　物　区　分 助成補助額

　（一般作物）

大豆・飼料作物・

青刈り稲・小豆・

薬草

17，000

　（特例作物）

レンコン・野菜・

タバコ・山菜

6，000

　（永年作物）

果樹・桐・杉・

養魚

22，000

保　全　管　　理 6，000

土地改良通年施工 8，000

備考：永年作物10aの植栽本数は、

栗・クルミ等果樹40本、桐20本、

杉・キハダ200本

　
，
灘

②
魚
介
類
は
十
分
な
水
洗
を

③
調
理
器
具
は
洗
浄
、
殺
菌
、

燥
を
忘
れ
ず
に
。

乾

郵便局でお金を受け

取ったら、緑色の年

金証書を提出して下
さい。

　　　　　役　場
　o』■■』

う　●
●o

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
証
書
の
提
出
を

　
八
月
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
国
民
年

金
証
書
を
役
場
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
や
そ
の
配
偶
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
を
調
査
し
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決

め
、
今
年
の
八
月
か
ら
来
年
七
月

ま
で
の
年
金
額
を
記
入
し
て
お
返

し
す
る
も
の
で
す
。

　
も
し
、
証
書
の
提
出
が
遅
れ
た

　
　
　
　
　
辮
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
調
理
し
た
食
品
へ
の
注
意

①
な
る
べ
く
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
仕
出
し
料
理
を
注
文
す
る
時
は
、

食
べ
る
時
間
を
は
っ
き
り
言
っ
て

り
提
出
が
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

年
金
額
の
記
入
に
支
障
を
き
た
し
、

次
回
の
年
金
支
払
い
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
た
に
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
な
ど
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
や
、
受
け
て
い
る
公
的

年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
公
的
年
金
証
書
の
写
し
や
年

金
額
改
定
通
知
書
の
写
し
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
文
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

　
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
い
技
能

　
　
　
　
　
講
習
会
開
催
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
こ
の
講
習
修
了
証
を
受
け
た
後
、

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
に
四
ヶ
月
以
上

の
取
扱
い
経
験
が
あ
る
と
、
二
級

ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
受
験
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
講
習
会
場
　
期
日
及
び
定
員

会場名 講　習　会　場 講習期日 声　口
疋貝

新　潟

新潟県経営者協会

（新潟市川岸町
9月6日（火）

50名

7日困
1丁目47－3）

中越婦人会館
長　岡 （長岡市城内町

9月13日（火）
50名

14日困
3丁目4－6）

上越市社会教育館

上　越 （上越市西本町
9月28日困

50名

4丁目17－5）
29日（利

◎
受
講
料
　
五
五
〇
〇
円
（
一
人
）

◎
締
切
期
日
　
定
員
に
な
り
次
第

◎
資
　
格
　
満
1
8
才
以
上
の
男
女

◎
申
込
方
法

　
役
場
職
業
係
に
「
ボ
イ
ラ
ー
取

扱
技
能
講
習
申
込
書
」
が
あ
り
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
込
み
下
さ
い
．
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新
刊
図
書
の
こ
案
内

◎
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
向
き
及

　
読
み
き
か
せ
と
し
て

・
は
じ
め
て
読
む
絵
本
（
8
巻
）

・
し
か
け
絵
本
（
1
0
巻
）

・
お
は
な
し
の
本
（
m
巻
）

◎
小
学
校
中
高
学
年
向
き

・
新
潟
県
課
題
図
書
（
m
巻
）

公
民
館

図
書
室

・
国
際
絵
画
市
場

・
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

・
ス
テ
ィ
ル
ラ
イ
フ

・
長
男
の
出
家

藤
井
一
雄

桑
原
一
世

池
澤
夏
樹

三
浦
清
宏

・
自
分
実
現
の
す
す
め
鈴
木
健
二

・
と
れ
た
て
の
短
歌
で
す
俵
万
智

．
豪
雪
の
村
を
拓
く
　
須
佐
昭
三

・
お
お
子
育
て
　
　
　
黒
岩
秩
子

．
続
お
お
子
育
て
　
　
黒
岩
秩
子

・
女
遊
び
　
　
　
　
上
野
千
鶴
子

・
人
は
死
ね
ば
ゴ
ミ
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
栄
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
多
数

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

○
募
集
種
目

　
　
二
等
陸
・
海
・
空
士

○
応
募
資
格

　
　
＋
八
歳
以
上

　
　
　
　
二
十
五
歳
未
満
の
方

○
受
付
期
間

　
　
年
間
を
通
じ
て
常
時
受
付

1
の
2
階
に
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

お

お
問
い
合
せ
は

　
自
衛
隊
高
田
募
集
事
務
所

　
盈
〇
二
五
五
ー
二
三
－

　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
一
七

役
場
総
務
課

　
智
七
－
二
二
二
〇

◎
一
般
成
人
向
き

・
そ
れ
ぞ
れ
の
終
楽
章
阿
部
牧
郎

．
信
玄
戦
旗
　
　
　
　
松
本
清
張

．
巨
食
症
の
明
け
な
い
夜
明
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
侑
子

・
雪
は
よ
ご
れ
て
い
た
澤
地
久
枝

地区で活躍している

　保健衛生推進員さんを

　　　　　　　紹介します

◎
成
人
式
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
出

来
て
お
り
ま
す
の
で
注
文
さ
れ
た

方
は
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
取
り
に

来
て
下
さ
い
。
一
枚
3
5
円
で
す
。

☆
公
民
館
図
書
室
は
総
合
セ
ン
タ

　
松
代
の
プ
ー
ル
の
脇
に
あ
じ
さ

い
公
園
が
で
き
た
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
七
百
株
の
苗
は
緑
化

宝
く
じ
の
収
益
の
助
成
に
よ
る
も

の
で
、
町
の
造
林
組
合
の
皆
さ
ん

が
組
合
設
立
十
周
年
を
記
念
し
、

奉
仕
で
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
八
重
桜
、
つ
つ
じ
、
し

ば
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
来

年
の
花
見
の
時
期
が
楽
し
み
で
す

ね
。　
こ
の
日
は
一
面
に
咲
い
た
あ
じ

さ
い
園
に
保
育
園
児
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
大
き
な
声
で
叫
ん
で
い

る
の
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

部　落 氏　名 屋　号 電話番号

松　代 高橋　　笑 中　　　屋 7－3618

〃 樋ロサカエ 和　太　屋 7－2318

〃 関谷なみ子 と　み　や 7－3633

〃 市川喜久代 市川表具店 7－2186

小荒戸 山賀佐登子 だいきち 7－2876

太　平 柳　小夜子 こ　び　き 7－2993

菅　刈 柳　マサノ は　や　し 7－2851

田　沢 高橋ハル子 万　　　蔵 7－2827

池之畑 山賀千恵子 こうじや 7－3788

下　山 宮沢　マキ な　か　や 7－3823

千　年 高橋　洋子 さじべい 7－2625

池　尻 室岡　一恵 大　　　家 7－2574

会　沢 五十嵐恵美子 田　　　中 7－3071

清　水 佐藤　トシ か　ぜ　ん 7－3437

桐　山 小山ツタエ 中　　　子 7－3876

蓬　平 小堺　令子 さくばたけ 7－3669

東　山 山岸　時子
、
っ
　
　
　
ら 7－3861

海　老 若月三千代 とざしき 7－3833

犬　伏 柳　　幸子 さかもとや 7－2087

孟　地 若月テル子 こうじや 7－2449

片桐山 山岸　フミ
、

　　》つ　　　　　り 7－2155

滝　沢 小林　スミ みやざか 7－2406

中　子 斎木　節子 け　ん　ぽ 7－2426

苧　島 柳　　　優 きちべい 7－2938

田野倉 池田　京子 すぎはら 7－3342

仙　納 室岡　和代 宮　ノ　脇 7－3017

莇　平 高橋芙美子 ぬ　　　げ 7－3038

寺　田 井上　トシ 中　　　屋 7－3248

名　平 菅井　ツタ 入　　　　り 7－3272

蒲　生 山岸あい子 つる屋商店 7－2720

〃 小林美奈子 よ　ぜ　ん 7－3348

儀　明 中村　洋子 大　　　西 7－3402

〃 小堺ヤイ子 上　　　州 7－3189

福　島 西潟都伊子 か　　　　み 8－2062

奈良立 柳　　スイ あたしゃ 8－2724

室　野 佐藤　幸子 よそうじ 8－2656
〃 関谷　美子 ともぜん 8－2633

〃 斎木　澄江 しんまち 8－2130

竹　所 中條　春子 いえのした 8－2541

峠 牧田　トメ たむらや 8－2523
木和田原 石野あい子 谷 8－2027

　4月に実施した「かくたん検査」で異

常のない方には通知していません。

こ了承下さい。　　　　　社会課衛生係
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8
月
1
0
日
水

　
　
　
　
　
　
　
　
（

儀
明
の
全
部

午
前
9
時
3
0
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
正
午
ま
で

9
月
2
日
㈹

田
沢
・
菅
刈
の
全
部

午
後
1
時
か
・
り

　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

漕

　
県
警
で
は
、
郷
土
の
治
安
を
守

る
、
若
さ
と
情
熱
の
あ
る
警
察
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
受
験
資
格

　
採
用
時
二
十
八
歳
末
満
で
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

　
　
の
　
　
　
　
　
は
ヰ
　
　
　
み

諮
雛
青
春
に
チ
ャ

　
九
月
八
日
㈲
ま
で

三
、
第
一
次
試
験

　
九
月
二
十
五
日
㈹

四
、
採
用
予
定
年
月

　
昭
和
六
十
四
年
四
月

※
詳
し
く
は
、
安
塚
警
察
署
又
は

最
寄
り
の
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ン
ジ

県
立
高
等
職
業
訓
練
高
訓
練
生
募
集

一
、
普
通
課
程
（
二
類
）

①
対
　
象

　
高
卒
又
は
同
等
以
上
の
学
力
を

　
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

　
（
64
年
3
月
卒
業
予
定
者
含
）

②
募
集
受
付
期
問

郡内の交通事故
　　　発生状況（7・20現在）

松代町での

事故の形態

傷者 死亡 件数 町　　村

8 7 安塚町

車車車バ車自

　　イ
　対　ク対損
対　対
　バ　対自事
　イ　　転
車タ人人車故

6 1 6 浦川原村

11 9 松代町

10 1 5 松之山町

3 3 大島村

312　1　　2 1 1 牧　　村

9 39 3 31 計

　
昭
和
六
十
三
年
九
月
一
日
㈲
か

　
ら
十
月
五
日
㈱
ま
で

③
選
考
日
時

　
昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
日
㈲

　
午
前
九
時
よ
り

二
、
普
通
過
程
（
一
類
）
及
び
専

　
　
修
訓
練
過
程

①
対
　
象

　
義
務
教
育
を
終
了
し
た
人
。

　
（
6
4
年
3
月
卒
業
予
定
者
含
）

②
募
集
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
三
年
十
月
十
一
日
㈲

　
か
ら
十
一
月
五
日
㈹
ま
で

③
選
考
日
時

　
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
四

　
日
㈲
、
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
の
ご
相
談
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
で
ご
相
談
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
じ
で
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
・
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
士
曜
日
は
休
み
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
弁
護
士
相
談
目
“
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

※
詳
し
く
は
、
十
日
町
高
等
職
業
　
　
　
杜
団
法
人

訓
練
校
（
0
2
5
7
～
5
7
～
1
　
　
　
　
　
日
本
損
害
保
険
協
会

1
0
5
）
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
．
　
　
新
潟
自
動
車
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

芝
峠
温
泉
掘
削
状
況
（
七
月
末
日
）

峠

伽
削

34

堀
↓

ガ
ス
層
に
当
り
難
行
し
て
い
ま
す

泉温

芝
　
　
　
　
　
残
轟
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灘

　
　
　
　
　
躍
鶉
難

　
　
　
　
衡

　
松
代
で
は
、
今
、
至
る
所
で
盛

ん
に
、
道
路
改
良
工
事
が
行
な
わ

れ
て
、
ど
ん
ど
ん
、
道
が
良
く
な

り
、
冬
場
の
足
も
何
の
障
害
も
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
二
、

三
年
後
の
北
越
北
線
の
開
通
、
温

泉
の
採
堀
な
ど
、
今
、
町
が
ど
ん

◆
　
◆
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

◆
　
　
　
　
　
◆

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆

（
6
月
2
1
日
～
7
月
2
0
日
受
付
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

中
條
栄
一
・

　
モ
ラ
レ
ス
・
エ
ド
ウ
ィ
L
ナ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
竹
所
・
石
原
）

『
お
ら
が
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
だ
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
正

　
　
ど
ん
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
面
を
見
て
も
、
今
ま

　
　
で
、
夏
の
観
音
祭
が
町
唯
一
の
イ

　
　
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
今
年
か
ら

　
　
は
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
越

　
　
後
松
代
冬
の
陣
」
と
い
う
雪
を
利

　
　
用
し
た
祭
り
が
、
盛
大
に
開
催
さ

　
　
れ
た
。
今
年
が
、
一
回
目
と
い
う

　
　
事
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運

　
　
営
さ
れ
た
方
は
、
大
変
な
苦
労
が

　
　
あ
っ
た
と
思
う
が
、
し
か
し
、
第

　
　
一
回
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
だ
け

　
　
の
内
輪
だ
け
の
祭
り
に
終
わ
っ
て

　
　
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
　
隣
町
の
安
塚
町
で
は
、
後
楽
園
で

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
　
◆
　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
　
◆
◆
◆
◆
◆
．
◆
◆
◆
◆

　
　
中
沢
昇
平
・

　
　
　
デ
、
ロ
レ
ト
・
ミ
ネ
ル
バ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
平
田
）

　
　
市
川
栄
太
郎
・

　
　
　
ラ
グ
ド
・
ス
ー
サ
ン
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
こ
び
き
）

　
　
秋
山
正
行
・

　
　
ア
ル
ホ
ー
ナ
・
ジ
ー
二
1
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
・
清
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春

の
「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
で

安
塚
町
の
名
を
、
全
国
に
広
め
る

事
が
出
来
た
。
雪
を
利
用
す
る
事

で
、
安
塚
町
に
出
来
て
松
代
町
に

出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。
（
雪
の
量

で
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
）
と
思

う
の
で
、
二
回
目
、
三
回
目
と
ど

ん
ど
ん
大
き
な
祭
り
に
発
展
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
い
や
、
ほ
し
い

で
は
な
く
、
我
々
が
、
こ
れ
か
ら

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
。
と
言
っ
て
も
、
と
か
く

自
己
主
美
的
な
我
々
は
、
見
る
側

に
回
り
が
ち
だ
が
、
も
っ
と
、
積

極
的
に
手
を
出
し
、
足
を
つ
っ
こ

◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

牧
田
信
二
・

　
ヴ
ィ
リ
ヤ
ダ
ー
・
ル
ー
デ
ス
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
峠
・
福
田
屋
）

柳
浅
夫
・

　
ヴ
ィ
ヤ
ヌ
エ
バ
・
フ
エ
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
代
・
あ
め
や
）

若
井
君
男
・

　
モ
ン
テ
ー
ナ
・
エ
デ
イ
タ
さ
ん

　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
松
兵
エ
）

　
ん
で
、
ど
っ
ぷ
り
と
松
代
の
色
に

　
染
ま
り
、
大
い
に
、
参
加
し
て
い

　
こ
う
で
は
な
い
か
。

　
　
過
疎
化
が
進
み
、
高
齢
化
の
波

　
が
、
お
し
よ
せ
つ
つ
あ
る
こ
の
町

　
に
、
こ
こ
、
二
・
三
年
は
、
二
十

　
代
の
人
口
が
逆
に
増
え
て
き
て
い

　
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
年
代

　
の
人
た
ち
が
、
U
タ
ー
ン
し
て
来

　
る
こ
と
が
、
過
疎
化
防
止
に
つ
な

　
が
る
と
思
う
。
そ
の
為
に
は
、
同

　
じ
年
代
で
同
じ
考
え
を
も
つ
我
々

　
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
あ
い
、
意

　
見
し
あ
い
、
も
っ
と
、
町
に
興
味

　
を
も
ち
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
し

　
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

　
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
我
々
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
を
、

　
背
負
っ
て
い
く
、
主
役
た
ち
な
の

　
だ
か
ら
。

◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
　
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
小
堺
隆
至
・

　
　
モ
ラ
レ
ス
・
マ
リ
テ
ス
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
細
川
）

　
高
橋
元
男
・

　
　
ダ
ナ
オ
・
メ
ル
セ
デ
ス
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
刈
・
新
宅
）

　
高
橋
喜
一
・

　
　
エ
ス
タ
シ
オ
・
セ
シ
リ
ア
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
莇
平
・
姫
喜
屋
）

寺
崎
松
太
郎
・
李
　
棺
淑
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
桐
山
・
向
林
）

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

　
　
あ
ゆ
　
み

柳
　
鮎
美
ち
ゃ
ん
信
夫
・
千
秋
さ
ん

　
　
　
（
長
女
　
千
年
・
信
宅
）

　
　
た
か
な
り

小
堺
貴
也
ち
ざ
博
道
・
光
枝
さ
ん

　
　
　
（
長
男
　
儀
明
・
ど
て
）

　
　
り
ょ
う
　
た

関
谷
亮
太
ち
ゃ
ん
正
利
・
美
江
子
さ
ん

　
　
（
2
男
・
松
代
・
松
坂
屋
）

　
　
　
め
ぐ
み

櫻
澤
　
愛
ち
ゃ
ん
正
一
・
京
子
さ
ん

　
（
2
女
・
松
代
・
釜
田
住
宅
）

　
ご
冥
福
（
死
亡
）

山
円
序
　
コ
マ
さ
ん
　
8
2
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
寺
田
屋
）

池
田
、
勇
一
さ
ん
4
4
歳

　
　
　
　
（
田
野
倉
・
二
枚
田
）

村
山
　
ミ
ツ
さ
ん
　
7
9
歳

　
　
　
　
　
（
室
野
・
山
喜
屋
）

室
岡
　
サ
ツ
さ
ん
　
6
0
歳

　
　
　
　
　
（
仙
納
・
上
親
家
）

米
持
　
春
行
さ
ん
　
8
6
歳

　
　
　
　
（
室
野
・
田
の
島
屋
）
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文
　
藍
・
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
霞
・
塑

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
念
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

歌
の
屑
籠

　
　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
こ

両
肩
よ
り
血
を
流
し
つ
つ
番
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
お
や

ぎ
美
田
開
き
し
み
祖
を
思
う

子
に
食
わ
し
足
ら
ず
ば
親
は
ひ
も

じ
か
り
し
昔
思
え
ば
涙
滲
む
も

流
転
と
云
う
言
葉
は
丸
く
響
け
ど

も
八
十
の
齢
に
思
い
切
々

拙
き
歌
、
歌
屑
籠
に
溢
る
ま
で
摘

み
さ
ま
よ
わ
む
秋
野
巡
り
て

し
ぶ
み
句
会

朝
露
に
蜘
蛛
の
巣
濡
れ
て
光
り
を

り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雨
受
け
て
い
よ
よ
葵
は
咲
き
登
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

夏
雲
の
湧
い
て
鶏
足
山
か
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

晴
れ
間
見
て
夏
草
を
刈
る
鎌
を
と

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

夏
山
が
好
き
で
こ
の
地
に
六
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

花
菖
蒲
二
三
本
雑
草
の
中
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根

除
草
機
の
音
も
軽
や
か
稲
の
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

夏
草
の
覆
い
か
む
さ
る
石
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

山
の
湯
に
キ
ン
ノ
キ
ツ
イ
タ
チ
同

級
会
　
　
　
　
　
　
枯
水

草
茂
る
墓
石
の
苔
の
深
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

　
　
　
親
不
知
吟
行
句
会

大
岩
が
大
暑
の
浪
を
抱
き
返
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

潮
騒
の
間
合
い
を
縫
い
て
カ
ジ
カ

鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

蛍
ぶ
く
ろ
真
下
逆
巻
く
波
が
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

灼
く
る
石
積
み
て
磯
辺
に
誰
悼
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
は
た
る
　
ひ

星
こ
ぼ
れ
淡
き
蛍
灯
ニ
ツ
三
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

薬
草
の
乾
き
き
っ
た
る
昼
寝
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

防
除
機
が
フ
ル
回
転
の
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

さわわか君
　面．．宗　メ⊃

マ
L
、
叉

藷糾●

べ
，
②
．

　
　
　
　
　
　
　
噺

　
　
　
　
　
モ
　
　
ヤ
ロ

溺．．

勧劉　　1　φk
，
論

ン1∫・　　ミミt

。
箪
　
　
　
翔
〃

み
専
翫
鎌
，

・
藝
ま
Σ
器

搾
擁
吻
，

　
　
　
　
　
　
』
ぐ

　
ハ
エ
バ
衡
の
。

　
　
　
　
　
φ

鰭
髪

　
　
吋
潔
合
大
奄

　
　
／
工
だ
》
木
、
の

　
　
　
　
　
　
　
躰

黛
弼
、

’

！

野
鷹
咲
く
花

　
ヌ
マ
撫
ラ
ノ
オ

　
　
　
　
　
（
サ
ク
う
草
科
）

　
湿
地
や
流
れ
の
ほ
と
り
に
群
を

な
し
て
生
え
る
。

　
茎
は
円
柱
形
で
ほ
と
ん
ど
枝
分

れ
し
な
い
．
高
さ
四
〇
㎝
か
ら
七

〇
㎝
位
で
茎
の
基
部
が
、
赤
色
し

て
い
る
。
葉
は
茎
に
そ
っ
て
た
が

い
ち
が
い
に
つ
き
、
短
い
柄
が
あ

っ
て
、
長
さ
四
㎝
～
七
㎝
。
葉
の

先
は
急
に
せ
ば
ま
っ
て
と
が
り
、

ふ
ち
に
は
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
な
い
。

　
夏
、
茎
の
頂
き
に
、
多
数
の
小

さ
な
白
色
の
花
を
穂
の
よ
う
に
ぎ

っ
し
り
と
つ
け
る
。

　
ト
ラ
ノ
オ
は
虎
の
尾
の
意
味
で
、

花
の
よ
う
す
が
、
虎
の
尾
に
似
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
似
た
仲
間
で
日
あ
た
り
の
よ
い

野
原
に
咲
く
も
の
薩
オ
カ
ト
ラ
ノ

オ
て
す
。

6
， 5
1
4
1

3
、
，

2
〆
i 1　［亟

　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
広
い
所
に
出
し
て
は
、

　
つ
か
ま
り
ま
せ
ん
。

6
分
で
2
級
、
3
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
銀

二
三
四
五
六
七
八
九

屠

飛 飛 と

歩 正

乎 乎 乎 等

い一
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